
釜石市災害ボランティア派遣報告書 

日時：平成２３年４月１３日（水曜日）～４月１９日（火曜日） 
場所：岩手県釜石市 
派遣者：石渡友康 尾﨑寿治 
内容：災害ボランティアセンターの運営支援 生活福祉基金緊急小口貸付  

釜石市社会福祉協議会の再建支援 
                                          
●釜石市の概要と位置 

 釜石市は、岩手県の東南部に位置し、東部には三陸リアス式海岸が広がっている。「鉄

の町」と呼ばれた釜石は、寒流と暖流が出会う豊かな漁場を有するため「魚の町」とも、

北の鉄人として恐れられた釜石製鐵所ラグビー部の活躍によって「ラグビーの町」とも呼

ばれていた。海と山に囲まれた市街地は甲子川に沿って東西に長くのびており、その大半

が製鐵所の敷地となっている。近世には南部藩の漁業基地として栄えたが、明治時代に管

営製鐵所が設置されて以来、工業都市として急速に発展し、岩手県では盛岡市に次いで市

制施行を果たした。特に１９５０年代には戦後復興を背景

に急激な成長をみせ、繁栄する企業城下町の代表的な事例

として全国にその名を知られた。しかし、鉄鋼不況ととも

に、戦後の急激な生産性上昇についていけず、１９６４年

には大量の人員が東海製鐵に移され、釜石製鐵所は新日鐡

の傘下となったが、新日鐵になってからも合理化の一途を

たどることとなった。また、水産業も遠洋漁業から近海、

沿岸にシフトし、低迷した。これらの主力産業の衰退で１

９６３年には９万人以上いた人口は減り続け、平成２２年

の段階で３９,５７８名となっている。また、高齢化率も３

３．９％と非常に高い。 
地形により産業が限定されてしまうところや、人口の推

移など三浦市と共通する部分が多くある。 
 

●被害状況 

 現在（４月１６日時点）での釜石市の被害は、

死者７１８名、行方不明者５９２名となっており、

避難所にいる市民は約６,５００名と言われてい

る。津波による被害が甚大となった背景には、三

陸海岸が鋸のようにギザギザに連なった地形（リ

アス式海岸）であることがあげられる。リアス式
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海岸は入り組んだ狭い湾部、V 字谷などの箇所が多く存在し、海岸線に対して垂直に開いて

いる。津波が襲来した場合、湾口に比べ奥の方が狭くなっている入り江では波高が通常よ

りも高くなり、湾内では一度押し寄せた津波が反射波となり対岸同士を繰り返し襲う。ま

た、津波の継続時間も長いことが知られている。今回、東日本大震災で発生した津波は岩

手県沖で６時間にわたり計７回押し寄せていた。また、津波により多くの人命が失われた

メカニズムとして、過去に何度も津波被害のあった土地柄故に、釜石港の世界最深度防波

堤を始め、宮古市田老の１０ｍ防潮堤など、いくつものハードとしての津波対策が施され、

｢どんな津波が来ても大丈夫｣という思いが多くの人々の中にはあったと考えられる。近年

に起こった地震や、今回の大震災の前震と考えられる３月９日の地震においても、同地方

で発生した津波はせいぜい数１０ｃｍ程度までであったため、今回もそれほどの大きな津

波は来ないだろうと思ったということが現地からは数

多く報告されている。また、実際に尋常ではない大地

震が起こり、津波警報が発令され深刻な事態が迫って

きても、何の根拠もなく「これ以上大変なことが起こ

るはずがない」として、平常通りの判断や解釈を続け

てしまうという、災害心理学における「正常化の偏見」

が人々の心に起こったことが予測される。 
 
●インフラストラクチャ―状況 

 今回の被害は、大半が津波の影響によるもので、地震によって被害を受けた部分はわず

かであった。東北自動車道は、福島周辺の路上が波打っていたため減速走行したが、宮城

県に入ると特に問題なく走行できた。給油に関しては、未確認の SA はあるが、おそらくほ

ぼすべての SA において満タン給油が可能と思われる。東和 IC を下りてから、釜石市に入

るまでの間も、多少営業停止している店も見受けられたが、特に外傷もなく、路面状態も

良好であった。GS も並ばず給油が可能であり、釜石市内においても営業していた。 
 釜石市内のインフラ状況は、日々変化しており、基本的に日を追うごとに改善している

模様。内陸側では電気、ガス、水道のライフラインは概ね復旧しており、電話（NTT 東日

本）においても４月１８日までに加入電話はほぼ全域で回復した。道路状況も沿岸部の一

部を除き、ほぼ全てが通行可能であり、市内循環バス

が無料で運行され、JR 釜石線は通常ダイヤでの運行

を再開している。その他、JR 釜石駅周辺では、岩手

県弁護士会による無料法律相談や、自衛隊第７後方支

援連隊（北海道）が風呂を設営している。また、避難

所や災害対関連施設において無料公衆電話が設置さ

れている。しかし、沿岸部地域のライフライン等の復

旧はなかなか進んでおらず、携帯電話もつながりにく

交通整理が行われている交差点 

破壊された防波堤（釜石港） 



い地域が存在している。 
 
●派遣の経緯 

 東日本大震災の発生に伴い、４月５日に神奈川県社会福祉協議会から釜石市における情

報把握及び災害ボランティアセンターの運営支援を行うため職員の派遣依頼があった。本

会においても地震発生直後から職員派遣について検討していたため、派遣依頼に対し、石

渡友康（事業課長）と尾﨑寿治（児童デイサービス担当）の２名が志願した。これにより、

神奈川県、政令指定都市を除き関東ブロックでは三浦市が先陣を切る運びとなった。今回

の派遣は、バックヤードを遠野市社会福祉協議会に設置するため、まず、釜石市・遠野市

のインフラ・現在の気候を含む情報の確認を行った。また、大きな余震が断続的に起こっ

ていたため、被災する可能性を考慮しガスコンロ、携帯充電器、照明器具、水、乾電池等

の装備を充実させた。食糧に関しては釜石市・遠野市ともに調達が可能とのことだったが、

被災者の事を第一に考え、現地（特に釜石市）での調達を控えることとし、個人にてある

程度用意し、ゴミの持ち帰りも徹底して行った。被災者支援の面においては、被災者と同

じ温度で物事を感じ、“押しつけ”“やり過ぎ”に留意し、安心感を得てもらえるよう心が

けることとした。 
 
●災害ボランティアセンターの組織体系と業務 

 災害ボランティアセンターは、釜石市社会福祉協議会が中心となって運営されており、

本部長（事務局長）を総括としてボランティア受付・派遣、生活福祉資金、総務、福祉避

難所、避難所支援を行っ

ている。また、炊き出し

ニーズの調査やマッチ

ングは岩手県立大学の

学生が独立して行って

いた（現在は学校が始ま

ったため釜石市社協が

引き継いだ）。 
 関東ブロックの主な業務は、リーダーを中心に災害ボランティアセンター支援、生活福

祉資金、IT 庶務の３つとなっている。尚、担当の振り分けは前陣からの指名によるもので、

三浦市社協は災害ボランティアセンター支

援、生活福祉基金を担当した。 
 災害ボランティアセンターには、釜石市

災害対策本部からあがってくる行政ニーズ

（※認可避難所の支援や支援物資の仕分け

等）、家屋の清掃などの個人ニーズ、炊き出

リーダー

災害ボランティア

センター支援
生活福祉基金 IT・庶務

（尾崎・他６名）
（石渡） （１名）

関東ブロック組織体系図（１０名） 

本部長

炊き出し

ボランティア

受付・派遣等
生活福祉基金 総務 福祉避難所 避難所支援

（菊池 亮・八幡 亘）
（菊池 美津子）（佐々木 学） （釜石青年会議所）（澤本 節男）

（岩手県立大学）

（矢浦 一衛）

三浦市社協

災害ボランティアセンター組織体系図 



しを希望する炊き出しニーズ、食料品や生活雑貨等の物資ニーズの４つがあり、４月１４

日より始まった瓦礫の撤去に伴い、現在は個人ニーズの対応を優先的に行っている。個人・

物資・炊き出しニーズは、避難所回りや電話の問い合わせ、物資の配給時（避難所支援）

などにより拾い上げられ災害ボランティアセンターに集められるが、行政ニーズに関して

はどのような経路で災害対策本部に集められているか不透明であった。 
ボランティアのマッチング、個別ニーズ受付（電話応対）は釜石市社協が中心となって

行っているが、これは継続してボランティアを行っている方に対して効率的なマッチング

を可能とし、電話応対に関して

は地元の方言や表現の汲み取り

を円滑に行うために配慮された

ものと思われる。 
関東ブロックのボランティアセンター内での主な役割は、受付、ボランティアへの資材

の受け渡し、送り出し及びオリエンテーション、現地調査（個人ニーズ）、避難所回りによ

る個別・炊き出し・物資ニーズの把握・災害ボランティアセンターの周知となっていた。 
 生活福祉資金は、緊急小口資金貸付に一本化されており、原則１０万円以内だが、①世

帯員の中に死亡者がいる、②世帯員の中に要介助者がいる、③４人以上世帯である、④重

傷者、障害者、妊産婦、学童児童がいる世帯

で特に社協会長が認める場合、のいずれかに

該当する場合は、２０万円以内の貸し付けを

行っている。 
また、避難所支援として、毎週火曜日と金

曜日に釜石青年会議所が物資ニーズをもとに、

食料や生活雑貨の配給を行っているが、自衛

隊やクロネコヤマトなども行っている。その

ため、我々があげた物資ニーズは災害ボラン

ティアセンターを経由して釜石青年会議所に

伝わるところまでは把握できたが、その先の

仕分け、運搬、配分、分担、仕入れに関して

は不明であった。 
 

●現地調査 

 現在、一級建築士・土地家屋調査士などが建物の損傷の

度合いの調査を行っていないため、ボランティアが活動を

できるか否か判断が難しく、そのため第４陣から現地調査

を強化してきた経緯がある。原則２人１組で行動し、前陣

が作成した応急危険度判定調査票（別紙資料１）を基に極力依頼

行政ニーズ 個人ニーズ 物資ニーズ 炊き出しニーズ

災害ボランティアセンター

避難所回り 問い合わせ 物資配給時

個人・物資・炊き出しニーズ

災害対策本部

行政ニーズ

？

ニーズ集まり方 

調査依頼があった家屋内の様子（半壊） 

４つのニーズ 



者立会いのもとで調査を行っている。１階天井部分までの冠水は全壊、１階床上までが半

壊となっており、基本的に全壊の家屋についてはボランティアを派遣しない方向だが、家

屋の状態により柔軟な対応を行っている。これらの判

断は調査表をもとに行っているが、最終的には個人判

断となっていた。また、建築物に○のマークが描かれ

ているものは生存者確認が２回行われた証で、米軍等

が調査を行った家屋には英語のイニシャルが描かれて

いた。現地調査を行った家屋の中にはこのマークが描

かれていない所もあった。 
 
●避難所回り 

 災害ボランティアセンター内に張り出されている地図に避難所がマーキングされており、

これをもとに、個人・物資・炊き出しニーズの調査や、生活福祉資金を含むボランティア

センターの周知を行った。避難所は学校や公民館などの他、民宿や被災した建物にまでお

よび、行政認可されていない避難所も多く存在する。認可されている避難所には市役所の

職員が配置されているが、災害対策本部からの指示が滞っているところも多く、「避難所は

見捨てられている。」などの言葉も聞かれた。災害対策本部内も大変混乱していることが予

想されるが、指示の伝達経路や方法については不明であった。非認可避難所に関しては劣

悪な環境の所も多く、被災者のフラストレーションは計り知れないものであった。また、“避

難難民”とも呼ばれる人々も多くいることが判

明した。これらの多くは「あまり長いこといる

と迷惑だから」という理由で避難所を転々とし

ている。そのため、避難者の人数の変動や、ま

た新たに避難所ができるといった事態が起こ

っている。これに関しては情報が入り次第、釜

石青年会議所や関東ブロックが中心となり現

地調査を行っているが、今後も実態把握のため

避難所支援は必要不可欠と考える。 
 
●災害ボランティアセンター周辺の様子 

 ボランティアセンター周辺には釜石市災害対策本部が設置されており、ここでは安否情

報の確認、仮設住宅の申し込みなどの生活関連相談、罹災及び被災証明の発行手続き、遺

体及び遺骨の安置所・身元の確認、建物や瓦礫の撤去相談等が行える。建物の撤去につい

ては、現地に赤色、黄色、緑色のいずれかの旗を掲げることで、市民の希望を確認してい

る(別紙資料２)。内訳は赤色＝建物も瓦礫も撤去したい、黄色＝建物は残して瓦礫のみを撤去し

たい、緑色＝何も手をつけないでほしいという意味となっている。また、支援物資を保管

認可は緑、非認可は赤で示されている 

生存者確認が行われたマーク 



するテントがあり、午前と午後の部にわけ、毎日物資の配給が行われている。これに関し

ては自衛隊が主となって行っているものと思われる。 

 
●バックヤード（遠野市社会福祉協議会）での生活の様子 

 今回、釜石市の災害支援にあたりバックヤードを遠野

市社会福祉協議会に設置することとなった。インフラ状

況に問題はなくライフラインも問題なく確保されてい

た。遠野社協内にある５０畳程度の和室で寝泊まりを行

い、宿泊人数は日によって若干の変動はあるが、概ね２

０～３０人程度で

あった。施設内に入

浴施設がないため、近くの銭湯やコンビニに設置され

ているコインシャワーを利用した。食事は個人で持参

したものや遠野市内のコンビニ等で購入したものを食

べていた。また、日中の温度は晴れていれば関東とさ

ほど変わらなかったが、朝晩の冷え込みは厳しいため

残雪もあり、氷点下を下回る日もあった。 

 

●問題点と課題 

 ４月１４日より始まった建物及び瓦礫の撤去に伴う、荷物の運び出しや仕分けのボラン

ティアニーズに関し、未だ専門家による建物の損傷の度合いの調査が行われていない。今

後、さらにニーズが増加することが見込まれるため、早急な対応が必要と考える。また、

避難所に関して、移動が困難な独居老人が多くいる市営団地は避難所として認められてお

らず、ボランティアや行政の支援がほぼ皆無であった。他にも、ある団地では近々空き部

屋に１００世帯/４００名程の被災者が移動してくるとのことだったが、仮設住宅扱いとな

るため、物資の支給等は釜石市では行わない見解である。これらのような避難所に対し、

社協としてどのような対応をしていくか考える時期にきている。 
また、情報管理の面においては避難所台帳や個人・行政・物資ニーズ表などがあるが、

伝達や共有の部分において課題がある。これは、緊急時の状態の運営体制が未だに残って

流動的に動いているためで、しっかりとしたシステムを作る必要がある。 

釜石市災害対策本部 釜石市災害ボランティアセンター 物資配給の様子 

遠野市社会福祉協議会 

宿舎の様子 



人的支援においては、行政・個人ニーズがボランティアの数を上回ったり逆に下回った

りすることがあり、マッチングなどで不具合が生じることがあった。 
物資に関しては、「皿が欲しい」というニーズに対し飾り皿が送られてくるなどのミスマ

ッチや、特に必要もないのに老眼鏡が大量に送られてくるなどの事態も発生している。 
これらの事態を解消していくためには、情報管理・人的支援・物資管理の３方面におい

て、それぞれの役割分担、業務内容を表にして貼り出すことで明確し、流動的ではなくシ

ステマチックに動いていく必要がある。 
関東ブロックにおける業務上の課題点としては、引き継ぎの問題がある。１週間ですべ

ての人員が交替してしまうため、課題や問題点がなかなか見えてこない。前陣の何名かを

１、２日残し、業務を一緒に行うことでスムーズな引き継ぎが可能となり、釜井市社協と

の繋がりも密になっていくと考える。 
 今後は、避難所や仮設住宅に加え、在宅で生活している被災者の支援が引き続き重要で

あるとともに、全国各地に避難した人々の生活を長期にわたり支える態勢も必要となる。

特に厳しい環境の中にある被災者を社会福祉分野から支えていくこと、被災地の復興、再

構築のために福祉サービスの基盤復旧を実現していくこと、社会福祉協議会や社会福祉施

設、民生委員・児童員の方々、また、高齢者や障害者、児童福祉等の関係者の力を終結し、

地域コミュニティを維持、再構築していくことが不可欠と考える。 
 
 
【添付資料】 

１.木造建築物・鉄骨建築物応急危険度判定調査票 

２.３色の旗の使い方 
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